


思春期の年齢での死亡率と罹病率がそれ以前の乳幼児,学童期に比べて低いこと,および妊

娠中と乳幼児,学童期には思春期にくらべ,より明白な諸問題があるということのために,

思春期の人びとの健康には従来比較的注意が払われなかった。しかしながら,保健の目的が

単に死亡率の減少というだけでなく,より健康な社会生活を求めるということも包含され

るわけであるから,発育発達という思春期を特徴づける一つの段階を通して生涯の健康を

考えることは重要な意義を持つ。 

とりわけ思春期に発生した諸問題および,この間に形成される生活様式が将来の健康に大

きな影響を及ぼすこと,また学童期にすでに生じた健康問題を思春期において改善され得

ることを考え合わせれば思春期におけるヘルスケアの内容が将来に向けた全国民的な健康

問題であることが理解できる。 


